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みんなのやさしさに 気づく（今年度の重点目標です）
◆朝の正門近くて◆

朝、兄妹が一緒に登校してきました。妹は、1年生です。正門を入り、花壇のところて＼
兄が妹に、

「ここからだいじょうぶ？」と声を掛けていました。妹は、 「うん。」と答え、妹が先に歩
き始めました。兄は、後ろから歩き、見守っていることがわかりました。なんとすてきな
兄妹なんてしよっ。 兄のやさしさに感動し、 兄に、 「お 兄ちゃん、やさしいね。」と言った
ら、妹が振り返って、 「うん。」と答えました。

，'
わたしたちが気づかないところて 、このようなさりげないやさしさが、きっとたくさん

あるのだろうなとおもうと、うれしくなりました。もっと見つけていきたいと思いまし
た。

地域と共にある富士二小に
◆コミュニティ ー ・ スクー ル◆

富士二小がコミュニティ ー ・ スクー ルとなってから今年度て''8年目になります。コミュ
ニティ ー ・スク ー ルとは、, ......................................................................................................................................................................................................................................... . 

l 学校と地域がパートナ ー として連携・協働するために、地域て
‘ どのような子ども l

lたちを育てるのか、何を実現していくのかという目標やビジョンを地域住民 ・ 保護 l

l 者と共有し、地域と 一体となって子どもたちを育む 「地域と共にある学校」 l 
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

てす。保護者の皆さんや地域の皆さんと連携することて
，，
、学校の教育

活動や教育環境が充実し、特色のある学校教育活動を生み、そして地
域全体が一層明る＜元気になることを目指しています。昨年は、学校
運営協議会企画 「 ト ークフォ ークダンス」が開催され、6年生と地域
の皆様が温かいコミュニケ ー ションを図ることができました。その他
にも、学習支援や環境整備など、多くの場面て

｀
ご協力をいただくこと

がて
｀
きました。子どもたちは、地域や保護者の皆様のあたたかなご支

援をいただきながら、のびのびと活動に励むことがて
｀
きました。ま

た、さまざまな立場や年齢の方々とのふれあいは、学習面だけでな
く、心の成長にもつながっていると感じています。子ども自身が、皆

様とともに自分をつくり学校生活をつくっています。
◆ CS ボランティア登録制度◆

令和 3 年度より 「 CS ボランティア（ふれあい協力員）」登録制度を立ち上げました。
制度の理念は 「てきる人が てきることを てきる時に 」です。て

｀きるボランティアに登
録していただいた方に、必要な時にお声掛けをする仕組みてす。もちろん都合がつくとき
の参加てかまいません。ご協力いただける方は、ぜひご登録ください。登録につきまして
は、後日配付される CS だよりをご覧ください。大勢の方のご登録をお待ちしています。

登下校の送迎について
朝の送迎のための自動車の、正門前の道路の通行が多いと感じています。富士市内の公

立小中学校は、登下校時の保護者による自動車ての送迎は原則行わないことになっており
本校もそれに則っております。雨が降っている日も同様て

，，
す。もちろん、怪我や学区外通

学など何らかの事情がある場合はその限りではありません。担任まて申し出ていただけれ
ば、事由を確認して 「駐車許可証」をお渡しします。

お子さんを大切に思う親心から朝の送迎が行われていると察します。その心情はよく分
かります。しかし、学校ては大勢のお子さんを預かっています。その全てのお子さんの安
全を守ることを考えると、登下校時の周辺道路の自動車の通行は極力減らしたいと考えて
おりますのて

，，
、どうぞご理解とご協力をお願いします。






